
2019 年度(令和元年度)人間科学部卒業研究優秀賞の報告書要旨を掲載するにあたって 

 

 2019 年度(令和元年度)から 4 年次の卒業研究は，専門ゼミナールから独立した 2 単位と

位置づけられ，主査と副査の審査に基づく総合点によって評価されることとなりました。 

 更に，両学科においては，それぞれ独自に設けた，「該当者なしも厭わず」の強い姿勢を

示す審査基準および審査方法によって，優秀論文が下記のごとく，厳正に選定されました。 

 こども学科では，提出された 62 名分の報告書について主査と副査が互いに評価の偏りを

少なくするため，学習到達度を示す評価基準の観点と尺度からなるルーブリックを用いて

評価しました。その結果，持ち点
主査 60 点

副査 40 点の合計 95 点以上，かつ，両者から推薦のあった 6

名が選考対象としてノミネートされました。この 6名について，更に，当該主査を除く専門

を異にする教員 5名（うち学科外 2名）が選考委員として査読し，ＡかＢかで評価しました。

その結果，Ａの数が多かった次の上位 2名が，最優秀賞および優秀賞として選ばれました。 

最優秀賞  316561  山田 早紀 

小学校・算数科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「教師の手立て」の研究

優秀賞 316523  斉藤 綾乃 

子どもに人気のある科学絵本のデザイン的特徴 

スポーツ学科では，提出された 73 名分の報告書（
ティーチング部門 27 名，コーチング

部門 28 名，マネジメント部門 18 名)について，各ゼ

ミによる一次選考，卒業研究ワーキンググループによる二次選考，学科全教員の投票による

ファイナルの三段階方式によって，それぞれ 
ティーチング部門 1 名，コーチング

部門 2 名，マネジメント部門 1 名を選出した上で，次の 4

名の中から更なる投票によって最優秀賞 1 名が選ばれました。報告書の提出後に副査から

査読に基づいた修正意見書が提出され，当該学生はその意見を真摯に受け止め誠実に回答，

可能な限り改善するという，審査する側とされる側で双方向に意思の疎通も図られました。 

最優秀賞 316005 安藤 諒 【コーチング部門】 

トランポリン競技の各種ジャンプ動作における筋活動の比較 

優秀賞 316012 大野木 遥【コーチング部門】 

大学生体操競技選手の段違い平行棒種目における後方車輪技のキネマティクス的研究 

優秀賞 316035 高木 香織【ティーチング部門】 

教員養成段階における「体育授業」に対する意識の検討 

優秀賞 316034 須戸 菜月【マネジメント部門】 

プロスポーツが地域に与える経済的価値評価－石川県での検討－ 

人間科学部も創設から 10 年以上となり，高等教育機関として，卒業研究によって主体的

に学び，混沌とした世界を逞しく生き抜く創造的な人材を育成する使命があると考えます。   

そこで，先輩から後輩へと卒業研究のバトンがリレーされることを願って，今後は，翌年

度の紀要巻１号に前年度の優秀賞の報告書要旨を掲載していくことにしました。 

2020 年 9 月 20 日 
卒業研究委員会代表

学部紀要編集委員長 馬場 治 
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小学校・算数科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する「教師の手立て」の研究 

 

316561 山田早紀 

指導教員 芥川元喜 

1 研究の目的 

小学生の子どもの手元には算数科の教科書があり、毎日の時間割の中に算数科の授業がある。新学習

指導要領では、授業において、「どのように学ぶか」が初めて提言され、「主体的・対話的で深い学び」

とした授業改善を行うことが求められている。これを実現していくには、教師が子どもの興味・関心を

引き出し、子どもが学ぶ楽しさを実感する必要があると考える。 
しかし、教育実習や教員採用試験の模擬授業の経験から、算数科は教科書に示された問題があり、そ

れを用いて授業を展開するとなると、子どもの主体性に結びつけるのがとても難しいと感じた。そこを

研究の原点として、小学校教諭を目指す者として、「主体的・対話的で深い学び」のある算数科の授業を

行っていくために、これを実現する「教師の手立て」について明らかにしたいと考えた。具体的には、

子どもの主体性や対話を生み出す言葉がけや発問、動作、教材に着目し、深い学びを実感させるには教

師としてどのようなことができるのか、授業研究を通して考察していく。 
２ 研究の方法 

文献研究によって、算数科における「主体的・対話的で深い学び」を実現する教師の具体的な

手立てについて考察する。また、実際に小学校で行われた「主体的・対話的で深い学び」の実現

を目指した算数科の研究授業を観察し記録する。授業記録の方法としては、授業リフレクション

研究を参考にしている。観察し記録した授業の授業研究を行い、授業内容を発話プロトコルにお

こし、授業分析する。対象は小学校2年生、5年生、6年生の算数科の研究授業である。「主体

的・対話的で深い学び」を引き出す教師の言葉がけや発問、動作、教材を抽出する。場面抽出に

おいては、筆者、大学研究者、大学4年生、複数人で場面認定を行い、主観的にならないよう、

研究的エビデンスを保証した。また、明らかにしていく過程においては、研究授業後の研究会で

の授業者の発言も取り入れ、分析、考察する。 

３ 研究の結果 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業を展開していくには、「主体的な学び」「対話的な学

び」「深い学び」それぞれを授業のどの場面で取り入れていくのかを教材研究を通して授業デザインを

練ることが重要である。また、算数科においては、特に新しい見方・考え方を子どもが自ら発見すると

いうことに留意する必要がある。また、明らかになった教師の具体的な手立てを活用していくには、日

ごろからの学級経営で「安心・安全な学級」をつくりあげていくことが不可欠である。「安心・安全な

学級」の中で、教師自身が算数科を楽しみ、全員参加を意識した授業デザインを考え、学び続けていく

ことが、子どもにとっての「主体的・対話的で深い学び」につながると考える。 

４ 今後に向けて 

本研究を通して、算数科における「主体的・対話的で深い学び」を実現するには、教師による

「指導的な手立て」を多く必要とすることが明らかになった。しかし、授業経験がまだ少ない筆

者にとって、いきなり実践していくのは難しい。そのため、教科書を見て丁寧に教材研究を行

い、指導書を参考にして「型」をしっかり定着させていきたい。その上で、本研究において明ら

かになった教師の手立てについて、工夫し、実態に合わせて取り入れていきたいと考える。 

また、今回授業研究を行った単元は、様々な考えが生まれる授業であったが、他の単元には、教える

だけ、覚えるだけというものもあり、子どもの主体性を育んだり、自分の力で新しい見方・考え方を発

見させたりすることが難しいこともある。しかし、そのような単元であっても、教師が楽しむ気持ちを

忘れず、「主体的・対話的で深い学び」を意識して指導していく必要がある。教師として教壇に立つ際

には、学び続ける教師として研鑽を積み、本研究で明らかになった具体的な教師の手立てを活用し、ど

の授業にも「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を、日々工夫して取り入れることを意識して

授業デザインしていくことが重要である。 
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子どもに人気のある科学絵本のデザイン的特徴

斉藤 綾乃

指導教員 永坂 正夫

研究の目的

科学絵本は幼年期の科学教育を充実するための手立てとして注目を集めており（瀧川，2006；滝川，

2010）、子どもの自然に関する間接経験を補償したり、具体的な直接経験を補強したりするために有意

義なものである。金子・北野（2010）の研究では、園において９割近い保育者が毎日１冊以上の絵本を

読み聞かせていることが明らかにされており、また小学校においても学校図書として科学絵本に触れる

機会がある。それらのなかで子どもが科学絵本を読むことで、絵本を通して科学に触れるきっかけを得

ることができると考える。 
そこで、数多くある科学絵本の中で、人気となっている（長年にわたり販売されている、現場の先生

方がよく使用している）科学絵本を分析・調査し、科学教育のきっかけとなる科学絵本にはどのような

特徴があるのかを明らかにすることで、科学絵本を活用した教育方法やよりよい科学絵本の選択、また

教材製作への応用のための基礎的知見が得られると考えた。 
２ 研究の方法

まず、現在販売されている科学絵本はどのような分野のものがあるのかを、書店・図書館・検索サイ

トを使って調べ、さらに実際に科学絵本を読むことで確認した。また、ロングセラー・ミリオンセラー

の絵本を文献で調べ、保育士を対象に、保育所で使用している科学絵本・今まで良いと思った科学絵本

は何かをアンケート調査し、分析対象とする人気のある科学絵本 25冊を決めた。そして、25冊の科学

絵本を読み「内容」「文字・言葉」「絵」の 3観点について分析を行った。「内容」は対象年齢と 5 つの

科学絵本の分類、分野の 3 項目で、「文字・言葉」は、本文の総文字数、使用されている言葉（抽象的

か具体的か）、擬音語や擬態語の使用度、文と絵の調和について、「絵」は、写真、リアルな絵、イラス

ト的な絵、色づかいについて、以上それぞれ 4 項目とした。「文字・言葉」と「絵」は 1から 5の 5段

階のスケール（1を当てはまる要素小、5 を当てはまる要素大とする）を用いた。 
３ 研究の結果

現在販売されている科学絵本のうち、動物・植物を扱っているものが全体の約 70％を占めていること

が分かり、動植物分野に大きく偏っていることが明らかとなった。また、人気のある科学絵本のデザイ

ン的特徴として、全体としては、「具体的・直接的な言葉が使用されていること」、「写真ではなく、イラ

スト的、リアルな絵が使用されていること」、「文章と絵が一致し調和していること」が明らかになった。

さらに、対象の 25冊の科学絵本を「内容」「文字・言葉」「絵」の 3観点で分析したところ、対象年齢

の違いによって異なるデザイン的特徴がみられた。1・2 歳児対象は「単純で簡潔な言葉で、リアルな絵

の要素が強く、めくる要素をうまく取り入れていること」、3・4歳児対象は「科学的な内容を、ストー

リーを通して取り扱っていること」、5歳児以上対象は「理科の専門的な用語を使用しながら、より科学

的な内容が解説的になっていること」という特徴が明らかになった。 
４ 今後の課題

本研究は人気のある科学絵本を抽出してそれらの特徴をみつけたが、人気のある科学絵本として

対象にならなかった科学絵本と、本研究で明らかになった人気のある科学絵本のデザイン的特徴を

比較することでより明確に「人気のある科学絵本」のデザイン的特徴がみられるのではないかと考

える。また、今回の調査・分析は筆者自身で行ったものであるが、子どもに読んでどう感じたかど

こが良かったのかなど意見を聞くことで、実際に子どもの意見を反映した子どもの視点からのデザ

イン的特徴が明らかになるのではないかと考える。
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